
旧統一教会の問題で、政治家だけでなく首長まで関

わっていたことが次々と明らかになってきました。三重県

でもこんな出来事が起きていました。

以下はフリーライターの鈴木エイト氏が書いた記事の

要約です。『２０２０年１１月２９日 四日市市 統一教

会のフロント組織が主導する地域イベント「ファイト三

重！県民まつり」が開催された。自治体から後援と補助

金を受け、公共施設で行われた（左はこのイベントの案

内チラシ）。

会場には、現役閣僚を含む国会議員らの祝電が貼り出され、筆者の動向をス

タッフが常時監視。メインの客席入場口脇には、現役閣僚や国会議員などから

の「お祝いメッセージ」が貼り出されていた。掲示されていたのは、４人の自民党

の国会議員、田村憲久衆院議員・厚生労働大臣、吉川ゆうみ参院議員、三ツ矢

憲生、川崎二郎衆院議員。他に鳥羽市長、津市長、松阪市長、伊勢市長、熊野

市長、亀山市長、そして県会議員４人。』とあります。

「お祝いメッセージ」を送った県内の首長の中に、亀山市長があったので早

速、市に問い合わせました。市の説明によれば、「四日市市制施行１２３周年記

念事業」と銘打たれ、案内文と三重県と四日市市が後援している案内チラシが送

られきました。欠席するという連絡をしたところ、メッセージをとなり送ったということ

です。

案内のチラシで旧統一教会との関連が疑われるのは、後援団体の一つである

「三重県平和大使協議会」だけです。実に巧妙ですが、四日市市がこれを「市制

施行１２３周年記念事業」にしたことと三重県が後援したことは責任重大です。

同時に巧妙だったとはいえ、亀山市長がメッセージを送ったことも重大です。

この間の報道で明らかになっていますが、旧統一教会はこういう手口で自らの

活動にお墨付きをもらい、被害を拡大させていたことになります。四日市市はこ

の問題の経緯とその責任を明らかにすべきです。

この議会報告は毎月月初めに発行しています 好きです 亀山 住みよい街に
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今期の任期満了が迫ってきた。１９９９年５月から始めたこの『議会報告』の発行

も残り２回（１０月は無理）。来期も議員活動が続けられれば、この『議会報告』が

３００号の大台に乗ることに。

さて、市民アンケートに４１９人が回答いただきました。４年前が３８１人ですから

今回の方が多く、ご協力いただいた皆さん、ありがとうございました。

このアンケートでは、リニアについての設問は設けず、自由に書いてもらう「記

述意見」欄を作りました。記述意見を書いていただいたのが約半数の２０５人にも

なりました。

すべて読んで、リニアに期待していると判断できる意見と期待していないと判

断できる意見に分けてみました。その結果、期待しているというのが２７．８％、期

待していないが５５．６％となりました（残りはどちらとも取れないものや質問等）。

期待する人の意見は「楽しみ」とか「発展する」など漠然とした意見が多かった

のですが、期待しない人の意見は「環境破壊」、「もっと別のところに予算を」、

「在来線の方が大事」など具体的でした。

期待しない人の意見を２つほど紹介します。「オンラインでの仕事も可能にな

った今、移動手段にスピードを求めなくなっている。亀山市に駅をつくる必要性

がない」、「新幹線で十分ではないか。壊した自然は元には戻らない。早く早くと

急ぐことにも疲れます」。

やはり「リニア計画はやめて、いのちと暮らしが最優先」、「リニア基金は廃止し

て教育・福祉にこそ使え」が市民の声ではないでしょうか。
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少し古い話になりますが、６月２２日の総務委員会で情報公開条例と公文書の

管理を一般質問で取り上げました。この間、何度か情報公開請求をし、公開され

た文書を見てきましたが、そのほとんどが決裁後の文書で、情報公開条例第２条

で定義されている公文書－「実施機関の職員が職務上作成し、又は取得した文

書、図画、写真、電磁的記録及びフィルムであって、当該実施機関の職員が組

織的に用いるものとして、当該実施機関が保有しているものをいう。」に該当する

文書がほとんどありませんでした。

当然のことですが、決裁で意思決定をする前に様々な会議を行い、議論する

はずであり、その時の文書が残っていなければなりません。

１つの例ですが、予算決算委員会でコ

ストコ進出に伴う道路改良工事で、立地

協定書の締結に当たって環境部門と協

議したのか質したところ、産業環境部長

は「協議した」と答弁しました。

ところが情報公開で得た「立地協定書

の締結」に関する文書（左の写真）には、

締結伺いの文書だけでその過程の文書

が全くありませんでした。つまり、環境部門と協議をしながらその時の文書を公文

書として残さなかったということです。

こんなケースは過去にいくつも経験しています。こういう意思決定の経過を文

書に残すことは、後日、職員はもちろん、市民がその意思決定が妥当だったの

かを検証する上で欠かせないものになります。

情報公開条例については、田中前市長時代から何度も一般質問で取り上げ

改正を迫ってきました。ようやく櫻井市長になって、公文書を「決裁後」のものから

「職員が職務上作成、または取得した文書で、組織的に用いるもので保有してい

るもの」へと大きく広げる条例に改正しました。

ところがこれが生かされていません。というより条例に従って公文書を扱ってい

なかったということです。総務財政部長は、「徹底したい」と答弁しました。

先月号で亀山東小学校の体育館の雨漏り問題について書きました。その中で

教育長（当時）が卒業式を学校ではなく文化会館で実施したことについて「コロ

ナ対策だった」と答弁した問題について書きました。

この答弁についてある新聞のコラム欄に次のような記事が載りました。要点だ

け紹介します。『（前略）市教育長の答弁に違和感を覚えた。（中略）６日後の市

議会の委員会で、教育長は「雨漏りも背景にあったと思う。もっと丁寧な答弁をす

ればよかった。」と答弁を一転させた。』

私の一般質問の時には認めませんでしたが、その後の教育民生委員会で「雨

漏りも背景にあったと思う」とやっと雨漏りに触れる答弁をしたのです。しかし、正

しくは「雨漏りも」ではなく「雨漏りが」でしょう。

このコラムは次のように結んでいます。『誠実な答弁をお願いするとともに、体

育館の雨漏りの一刻も早い解消を願う。』

市民アンケートですが、「問い１１」で「日本共産党・日

本共産党亀山市議団について」自由記述欄を作りご意

見をお聞きしました。４１９人が回答をしていただいた中

で、２０２人が書いていただき、そのうち７６．２％が活動

を評価するまたは活動に期待する意見を書いていただ

きました。

少し紹介します。

「日本共産党は一番まともな意見を持って私たちと同じ熱量で怒ってくれる唯一の政

党だと思う」（２０代）、「アンケートで市民の意見を聞こうなど市民の立場に立ってくれて

ありがたい」（４０代）、「市議会のことはこうきの議会報告を頼りにしています」（４０代）、

「市議団は本当によく活動してくれている」（６０代）などです。

その他、厳しい意見もいただきました。「活躍が弱く感じる」（５０代）、「現実的な政策、

施策の立案実施を望む」（６０代）などです。

いただいたすべての声を今後の活動に生かしていきます。


